
･{･.

北 京 シ ンポ ジウ ムほ う車 て･1レ

北京 シンポジウム物理実行委員会

京都 ワ･-キング ･グループ

この論文は北京 シン_ポジウ与物理実行委員会 ,素粒子論 グループ日中物

理学交流委員会 ,同研究情報連絡 センター等における討論 と活動に もとず

くものですが､文章の責任は完全に著者達 が負 うものです｡

釜1｡これまでのい きさつ

すでにお琴息及びの方 も多数 おられ ると思いますが､昨年来世界科学者連

盟北亭:tz_ンタ丁 を中心 に して､企画 され､わが国 をは.じめ関係各国の科学者

団体の合議によって進め られてきた､ アジア ,アブljカ ,ラテン~アメ ))カ地

域 の科学者 を主体 とL,た北京科学 シンポ ジウム開催q)計画が､いよい･よ今年

8月下旬北京において実現 され る運 びにな りましたO 世界科学者連盟 (The

World Federation ofScientificWorkers- WFSW- 会長バ ク

土ル)は､二次大戦後間 もない 1946年 ジヨリオ ･キユ リ- らの提 唱で､

イギ l)ス ;アメ リ_カ ,ソ連などの科学者団鉢 によって､科学者の社会的責任

を果す ことを目的 として結成 されましたQ現在 わが国 を含めを世界の数 10

ヶ国の科学者団体が加盟 しています｡ (日本における世界科連への加盟団体

は形式上民科 となっていますO)北京 センターは､ この世罪科連の琴 アジア

地域 センターとして 1962年の連盟総会で設置が決定 された もg)ですO

昨年 9月北京で開かれた北京 シンポジウム準備会読には､日本か らも柘植

秀臣 (法政大) ,井上 清 (京大) ,原書四郎 (東大 生産研)の､3一氏 が出席

されましたが､ その際発表 されたコ ミュニケ (Appendix)に よります と､

北京 シンポジ ウムの主題は ｢民族独立 をかち とり擁護 し,民族の経済 と文化

を発展 させ ,人民の生活 を改善 し高めることに関連 した科学上の問題｣ と､

｢科学者の興味を もってい るその他の科学上の問題｣となっていて､商い水

準の研究成果 と討論が期待 されています｡

わが国では､昨年 8月にこの企画 を伝 え聞いた諸団体･t有志によっ て､北

京 シンポジウム日本連絡協鼓会 (喝称 ｢日蓮協｣､会長 坂田昌一 , 事務

-.187-



北京 シンポ ジウムについて

局長 原書四郎)が作 られ､前述の北京 における準備会に も参加 して開催に

協力 して きました｡

私達の属す る素粒 子論グjL7- プでは､ 日中物理学交流委員会 (日中) と研:

究情報連絡セ ンター (KJA) とが ･中心 になって この計画につ いて討論を

行い､.昨年秋の学会の際､何 らかの形で北京 シンポ ジウムに参加 しよ うとい

う結論に達 し､ 日蓮協に代表 として暫定的に野上茂吉郎氏 を送 りました｡今

年 2月に基研で開かれた素粒子の構造研究会の とき､坂田 ,武谷氏 を含む全

国や'ら集 まった 10数名の人達の会合において､北京 シンポジウム開催の意

義が討議 され､ その籍果素粒子 論グ}t/- プの行っ て来 た研究活動 と社会活動

の総括 を行って､ それを参加テーマに しようとい う申 し合わせが されました｡

他方､素粒子論ゲル- プ以外に も北京 シンポジウム参加の計画を.ひろげ る

必要が認 め られて､原子核実験 ,庶 子力関係 ,物性論関係 に も呼びか け､ 物

理学笑布委員会 とい う全国一体の盆織を作って､日蓮協に参加す ることにな

りました｡ その結果､,現在までに物理実行委 として提出 さ′れた論文は､素粒

子関係が 3霧 ,,原子力関係 が 1編 ,核実験関係が ユ編の計 5編 となっていま

す｡

また物理実行委 として実際に北京 シンポジウムに出席 していただ く派遣者

についての人選は､.4月の学会の際 に予備的 な討論を行い､ 4月 22日の学

術会議 の総会の際に､学術会儀物理学研究連絡委員会 と物理実行委の合同会

議 を開いて､坂田昌一 (日連協の会長 として) ,町田 茂 ,永田 忍 ,森田

右の 4氏 に決定 され まし牢. その地物研達の中でこれまで日中物理学交流 のJ

実現に尽力 されて_来 た有山兼孝先生は､中国か らの特別 な招待 により､渡航

され ることになっ ています｡

なお中国科学院副主衝の物理学者周陪源氏か ら坂 田昌一氏宛に､ 日本 の科

学者が多数北京 シンポ ジウムへ参加す るよう に協力を求める手紙があった こ

とをつ け加えてお きますO

§2.北京 シンポジウムの開催の意義

さて､ アジア 'アフ リカ ,ラテンアメ リカにお ける科学文化の特徴は.何で

しょうかO それは欧米諸国に比べて水準が低 工 遅れてい るとい うことで10
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｢コミュニケ｣に も述べ られているように､ その主 な原因は帝国主貴 と植民

地主表にあ りますO こTLらの地域の殆ん どの国は､長 い間帝国主義 ,植民地

主義の抑圧 と収奪 を受け､貧困の どん底にあえいで来 ました｡ したがっ て科

学 ･曳･lbが発達す る余裕があ りませんでした. しか も帝国主義者達は この国

々の民族文化 と科学の発達 を妨げてお きなが ら､ ｢こ'ね らの民族は科学的能

力 に劣つ 七い る｡ 文化が低い｣などと言って軽べつ しています｡戦前か ら磯

時 車の日本の我 々が朝鮮の人々に対 して とっ てきた態度 も同様な も,の でL,也

しか し､ これ らの諸民族は長年の苦 しい斗いをへて､民族の独立 を着々 と

か ちとりっつあ ります｡ そ して今や､ アジア ,アフリ･カ ,ラテノアメ リカ諸

賢民の民族独立運動が､世界史 の動向を決 定す る基本的な力の一つ になって

きたこ とは何人 も否定できない事実となってい.ます｡ これ らの諸民族は民族

の独立 を擁護 し､民族の経済 ,科学 ,文イヒの建設のため､一意気に燃 えて出発

しました｡ こ"純は世界の科学 ,文化が欧米の独占物であった時代 に終止符 を

打 ち､ これ らの諸国の科学文化の立ち遅 れを克服 し､全世界的に科学文化の

花が美 しぐ開 く新 しし十時代の到来 を意味 します ｡ この ような意味か らー今度

の二北京 シンポジウムは,世界の科学史において画期的 な意義 を もつ もの と考

え られます｡

数 に 我が国の科学文化笹ついて考 えでみますO-かつ て朝鮮 ,中国をは じめ

アジア､大洋朝 の国々を帝国主義的 に武力 で侵略 し､ その国々の民族 を抑圧

し､,そ溌-ら諸民族に対す るべつ視をあお り､ 日本の科学文化の先進性 を誇っ

て釆 ましたO それは欧米諸国が､帝国主義的にアジア ,軍.フ']カ ,ラテンア

メ リカの諸国を侵略 した態度-と同じ ものでした｡ しか しそこには見落 しては

な らない違った点 もあ ります, とい うのは､ 日本の資本主義が欧米に くらべ

て著 しく遅れて発達 し始 めたことによ ります｡ そのことを反映 して､ 日永 の
▼ヽ

科学 文化には現在 もなお根強 て残っている (或いは現在 ますます 強 くな りつ

つ ある)欧米崇拝の思想 ,植民地的性格があるこ とです｡ この点が､ 日本の

科学がLA､くらか先進性を もちなが ら､反面いたるところで歪んで発達 して来

た原因だ と思い'ます去 したがって日本の科学者が北京 シンポジウムに参加 し､

英に欧米一辺到でない我が国独自の科学文化 を発展 させ､_7ジア ,アフl)カ,

ラテンアメリカ諸国の科学者 と相互援助 し合 うことは､我 が国の科学文化 に
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とっ て､大変意嶺 のあることだ と思いますO

･>さらに､現在 日本の隣国である中国に対 し､友好Jを妨げ中国を孤立させ よ

うとす るた くらみに､ 日本の科学者をまき込 もうとす る計画があ ります｡我

々は科学 者 の責任 として､ このような計画 を黙って見 ているわけにはいきま

せんoこのような計画tこ反対 し､進んで中国の科学者 との友好 を増 し､ アジ'

ア ,アプ リ.カ ,ラテンアメ7)-カの遅れた科学文化 を急速i∈発展 させる共同の

事業 と取 り組むことが､我が国の科学者の社会的責任の一つであると考えま

す ｡ ･この ような意味か らして も､北京 シンポジウム開催の意義は大なる もの

があると思います｡

以上の ような議論は､現在物理学実行委に参加 している人達の問では､十

分に討義 され､その結果 としてー物理実行委 として北京 シンポ ジウムに･参加

す ることが決ゆられました.

菖3.これか ら行 うべ き活動の内容 ′

北京 シンポジウムについては､物理研究者の中に もまだまだ知 らされてい

ない人達が多数いると思い ますOまた ｢コミュニケ｣の精神が十分ゆき､わた

っている とは必ず しも言えません. ｢コ ミュニケ｣に賛成 できない人 も< で

きる人 をあると思いますが､何 よりもまず この ｢コミュニケ｣を広 く討論 し

ていた ゞくよ う努力を すべ きだ と思 い享すO

現在 日連協へ提出 して 卑る物理関係の論文は､京都 ワ-キング ･グルー プ

｢素粒子論 グjL,-プの創造 と社会的活 動の思想的系譜｣,名大グJL,- プの ｢

坂田模型 の方法｣,核力寛の ｢日本 の素粒子論･における方法｣,核実験 ワー

キング ･_グループの ｢核研の･設立,とその成果｣及び原子力潜水艦 グJL,- プの

｢原子力潜水艦問題における原子科学者の役割｣の計 5麻です｡ これ らの論

文は一回以上全国的に回覧 され､注文がつ けられ ,またテーマによっては数

回の全国的 な討論が重ね られま したO しかしまだ完全には出来上っていない

も甲 も中 り､京都 ワ-キング ･ゲルTプな どは､今後長期にわたって研究を

続 ける計画にしています｡

さらは､,実際に北京 シンポジウムに物理学の代表を5名 も送 るこ一七時なれ

ば､大変 な難問が生 じ享すO とい う0才jま渡航費の問題ですo El本の政府鳩 車
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国へ公務員が 渡航す る.ことを認めません｡ まずそれを認め させるための運動

を行い､ さら･にそれ_を国交回復 にまで もっ て行かなければな りません｡いわ

んや渡航費 な どは ビター文 も出しては くれませんO (日本の政府 は科 学者の
外 国渡航のための費用は､ どこの国へ行 く場合で も､ なか なか出しません0

日本 の政府は科学者の国際交流に関 してこの点においてのみ､各国を平等に

扱 うつ もりらしい｡)我々は完全 に自力で北京に行かなければな らないので

すo その為 に も､多 くの科学者の貧 しい財布の中から浄財 を集める努力を今

か らしな くてはなりやせんO との資金援助 も北京 シンポ ジグムへ の参加の一

つの重要な形態 であると考-えますO

以上が:物理実行委が現在行っ てい る､ あ るいは今後行なわなければ ならな

い活動の重要な点です｡そ こで私達は物性研究 の読者 の皆 さん にお願 い した

い と思 います｡ それは次の 3点です ｡

国 コ ミュニケをいたる-ところで討論 し､広ゆていた ゞきたい｡

(2) この ような科学者 のシンポジウムは今年だ けでな く､来年以後 もひき

続 き開催 され る計画になっ ていますO この シンポジウムについての御意

見 を物理実行委 ,素粒子論グルー プ日中 ,KJ Rにお寄せいた ゞきたい,

そして積極的に実行委に参加 していた ゞきたい｡

(37 今後渡航費カンパについてのお煩いにぁ̀がる計画になっ ていますO･物

性関係 は有山氏 を中心 に行 う予定になっていますが その癖 はできるだ け

援助 していた ゞきたい｡

以上 の 3点 を重ねてお萩い し､皆様の北京 シンポジウ ム参加の呼びかけに

したい と思 います｡

(Appendix)-

-1.964年北京科学 シンポ ジウム準備会議コ ミュ ニケ

中華人民共和国科学技術協会 と世界科学要連盟北京 センターは共同_して ア

ジア ,アフ リカ ,ラテンアメ リカ大洋洲地域 の諸=国の科学者を､ 1963年

9月 2~7日よ り30-日まで 北京で開かれた､ 1964年北京科学 シンポジウ

ム準備会議に招請 したO 招請 に応 じで会議は揖庸 したのは アフガニスタン ,

ア}L,I?エ 7)ア,オース トラ T)ヤ ,ブラジル 'ビ ル マ ,セ イ白ン ,中層 ,キュ
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-バ ,ガ-チ ,ギニア ,イン ドネシャ ,日本 ,ケ ニア ,朝鮮民主主義人民共

和国 ,マ リ,メキ シコ ,モンゴル ,ネバーjL,,,ナイジェ リア7パキスタン ,

ソマ リア ,ベ トナム民主共和国の 22ヶ国の科学者 である｡

準備会議の顔健に先だっ て､出席 した科学者たちは,世界科学者連盟北京-

セ ンタ-成立慶祝大会に参加 したO

会議は､ 国際学術交流 を強化す ることは､ アジア ,アフ リカ,ラテンアメ

7)_,カなどの地域の大多数の国の きわめて切実 な要求であ るこを認めたO

会議出席者の圧倒的大多数は､･帝国主義 と植民地主義が, ア ジア ,アフリ

カ ,ラテンアメリカ地域の科学文化の立 ち華 くれゐ主要 な根源であ り､民衣

解放運動の主要障害 であ り､世界平和に とって重大な脅威 であることを認め

た. 科学者の社会的責任 にかんがみ､会議出席者の圧倒的大多数は､科学者

が民族独立 をか ちとり擁護す ることに努力 しなければ､ これ らの地域の種芋

事業は発展で きないことを認 めた｡

4日間にわたる協議 と討論をへて準備会鼓は 1964年科学 シンポジウム

に関 して､以下の事項 を可決 した｡

1. シンポジウムは､ 1964年 8月北京 において行い､ その会期は 7日

ない し10日間 とす る｡

2. シンポジウムの準備は主曜者 である中国科学技術 協会 と世界科学者連

盟:北京センターが_責任を もって これに当 る0

3∴ シンポジウムに用語は､中国語 ,英語 ,フランス語お よび スペ イン語

とす る｡

4. シンポ ジウムに提 出され る論文 またはその レジュメは､ 1964年 4

月 30日までに中国科学技術協会または世界科学者連盟北京センターに

とゞけられなければならない｡

会議出席者の圧倒的大多数は､ シンポ ジウムの主題 は民族独立 をかち とり

擁護 し､ 民族の経済 と文化 を発展 させ､人民の生活を改善 し高め ることに関

連す る､科学上の諸問題 とすべ きであることを認めた｡ 科学者の興味を もっ

ているその他の科学上の問題 も討論できるo

今回の会読は､ ア ジア ,アフ リカ ,ラテンアメリカ ,大洋用地域の諸国の

科学者 の団結協力の一つの良好 な出発点 であるO今回の準備会議 と明年の科■
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学 シン ポ ジウムを通 じて､各 国の科学者 はいっ そ う緊急 に団結 し､楯互尊鼠

に有益 な夷献 をす るであろ うO

ニ ユ - ス

〇 九 大 物 性 論 懇 談 会 5月 例 会 〔5~月 16日〕

′北島一徳 (jL_大応力研) :結晶転位 に薦す る最近の研究 〔綜合報告 〕

米田春治 (九大工応理 ) :Ⅹ線の異常反射 〔平滑 な物質表面においてはⅩ

線 の正常反射のほか に異常厚射 の存 在す るこ とが講演者 に よっ てはじめて明

らかに された｡ この異常 反射 は 2度 ぐらいの glancing angle で表面 に

入射 した場合 に見 られ る｡今の ところ原因は不 明であ るが､平面物質 が金属

であ る場合には電子構造 に開 拓があ るらしいO参照 ,･Phy. Rev.

壬生 (1963)2010〕
0 阪 大 理 学 部 の 新 築 が 出 来 た の で ､ 理学部の一郎が 5月か ら､

豊 中 市 北 刀 根 山 ′ に移転 しま したO

人 の うどき

△.松村 y温氏 (九大理) :5月に渡米 され た｡
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